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は
じ
め
に

我
が
国
で
は
、
日
本
山
岳
会
に
よ
る
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
脈
マ
ナ
ス
ル
登
頂
を
契
機
と
し
て
、

昭
和
三
〇
年
代
、
第
一
次
登
山
ブ
ー
ム
が
青

年
層
を
中
心
に
広
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
や
健
康
志
向
、
さ
ら
に

は
作
家
・
深
田
久
弥
氏
に
よ
る
日
本
百
名
山

が
追
い
風
と
な
っ
て
、
中
高
年
層
を
中
心
と

し
た
第
二
次
登
山
ブ
ー
ム
が
始
ま
り
、
現
在
、

日
本
の
登
山
者
人
口
は
一
千
万
人
に
も
及
ぶ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
日
本
を
代
表
す
る
高
山
で
あ

る
北
ア
ル
プ
ス
で
は
、
登
山
道
以
外
の
踏
み
荒

ら
し
や
高
山
植
物
の
採
取
、
ゴ
ミ
の
投
棄
、
指

定
区
域
外
で
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
問
題
が
生
じ

て
お
り
、
ま
た
、
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
や
ハ
ク
サ

ン
イ
チ
ゲ
な
ど
貴
重
な
高
山
植
物
や
、ラ
イ
チ
ョ

ウ
な
ど
の
希
少
生
物
の
保
護
管
理
の
在
り
方
が

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
国

有
林
野
を
管
理
す
る
中
信
森
林
管
理
署
及
び
富

山
森
林
管
理
署
に
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を

設
置
し
、
登
山
客
の
誘
導
や
高
山
植
物
の
保
護

管
理
、
清
掃
活
動
等
を
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
続

け
て
い
ま
す
。

２ 

グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
は
じ
ま
り

中
信
森
林
管
理
署
で
は
、
大
正
一
一
年
に
白
馬

岳
の
「
白
馬
連
山
高
山
植
物
帯
」
が
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
担
当
区
主
事

が
巡
視
や
高
山
植
物
の
保
護
管
理
を
開
始
し
、
ま

た
、
昭
和
一
一
年
に
は
白
馬
岳
頂
上
に
詰
所
を
設

「
高
山
植
物
を
守
る
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

　
　
　
ー
四
〇
年
間
の
保
護
活
動
ー

国有林野
事業の取組

中
部
森
林
管
理
局

昭和49年度 グリーンパトロール隊結隊式

昭和50年代のグリーンパトロール隊が
入山する様子（白馬大雪渓）

昭和50年代のパトロール隊の活動の様子
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導
、
看
板
の
設
置
と
補
修
、
ゴ
ミ
拾
い
等
の
清
掃

活
動
、
高
山
植
物
の
保
護
の
呼
び
か
け
と
開
花
調

査
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息
確
認
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
活
動
を
行
い
ま
す
。

活
動
期
間
は
毎
年
七
月
中
旬
か
ら
八
月
中
下

旬
ま
で
で
、
二
名
一
班
と
な
り
、
各
山
小
屋
を
移

動
し
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

平
成
二
〇
年
度
の
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

に
よ
る
注
意
指
導
件
数
は
、
中
信
森
林
管
理
署

管
内
で
二
四
一
件
（
四
〇
八
人
）、
富
山
森
林
管

理
署
管
内
で
一
〇
七
六
件
（
一
五
七
四
人
）
で

す
。
違
反
内
容
と
し
て
は
写
真
撮
影
の
た
め
の

規
制
区
域
へ
の
立
ち
入
り
・
踏
み
荒
ら
し
が
最

も
多
く
、
高
山
植
物
の
摘
み
取
り
と
ゴ
ミ
の
投

棄
、焚
き
火
、指
定
区
域
外
で
の
キ
ャ
ン
プ
、ペ
ッ

ト
を
連
れ
た
登
山
に
対
す
る
指
導
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、昨
年
は
、骨
折
し
て
動
け
な
く
な
っ

た
登
山
者
の
救
助
活
動
や
、
疲
労
で
歩
け
な
く

な
っ
た
登
山
者
を
山
小
屋
ま
で
運
ぶ
な
ど
の
人

命
救
助
も
行
い
ま
し
た
。
長
年
の
活
動
に
よ
り

違
反
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
年
前
と

比
べ
て
約
四
分
の
一
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近

年
の
傾
向
と
し
て
は
外
国
人
登
山
客
に
よ
る
違

反
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
四
カ
国
語
か

ら
な
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
・
配
布
し
て
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

5 

お
わ
り
に

山
の
中
で
様
々
な
人
と
出
会
い
、
活
動
を
通

じ
て
モ
ラ
ル
の
大
切
さ
や
自
然
保
護
の
難
し
さ

を
経
験
す
る
こ
と
か
ら
、
北
ア
ル
プ
ス
で
の
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
に
と
っ
て

非
常
に
貴
重
な
経
験
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ

と
が
、
四
〇
年
に
も
及
ぶ
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の

源
泉
と
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
年
度
の
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
よ
る

活
動
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
中
部
森
林
管
理
局

で
は
、
自
然
の
保
護
管
理
を
通
じ
て
登
山
者
に

自
然
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
頂
く
と
と
も
に
、

国
有
林
野
内
の
貴
重
な
自
然
を
後
生
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
引
き
続
き
、
各
種
取
組
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

置
し
監
視
員
に
よ
る
監
視
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
九
年
に
は
行
政
、
報
道
機

関
、
山
岳
関
係
者
等
か
ら
な
る
「
高
山
植
物
等
保

護
対
策
協
議
会
」
の
発
足
に
伴
い
保
護
巡
視
員
を

配
置
し
、
昭
和
四
五
年
に
現
在
の
グ
リ
ー
ン
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
富
山
森
林
管
理
署
で
は
、
昭
和
三
〇

年
頃
か
ら
職
員
を
中
心
に
高
山
植
物
の
保
護
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
四
六
年
に
立

山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
が
全
線
開
通
し
た
こ
と

か
ら
「
立
山
地
区
国
有
林
野
保
護
管
理
協
議
会
」

を
設
置
し
、
同
年
、
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に

よ
る
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

3 

グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
メ
ン
バ
ー

今
年
度
の
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、

中
信
森
林
管
理
署
で
は
女
性
五
名
を
含
む

二
八
名
、
富
山
森
林
管
理
署
で
は
女
性
四
名

を
含
む
二
一
名
で
す
。
い
ず
れ
も
公
募
に
よ
り

選
ば
れ
た
方
々
で
す
が
、
標
高
二
千
メ
ー
ト
ル

以
上
の
山
岳
地
帯
で
の
移
動
が
主
た
る
活
動

の
た
め
、
み
な
さ
ん
相
応
の
登
山
技
術
・
経

験
を
有
し
て
い
ま
す
。

4 

グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
内
容

　
北
ア
ル
プ
ス
の
国
有
林
野
内
に
お
い
て
、
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
プ
の
設
置
等
に
よ
る
登
山
客
の
誘

平成21年度グリーンパトロール隊結隊式看板の補修作業
（富山森林管理署管内）

登山者に対する説明
（中信森林管理署管内）

過去 20 年間の注意指導件数の推移

富山署管内
長野県全域
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※青色は長野県全域におけるものであり、林野庁職員による注意指導件数を含む。


